
１．市政アンケート調査の概要

郵送または電子メール

福岡市　市長室　広聴課

２．第１回調査の概要

５４９人

８８．３％

①「舞鶴公園・大濠公園の利用のしかた」について

②「熱中症対策」について

③「環境保全の意識」について

③「墓地・納骨堂」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため，百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では，回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは，各事業の所管課にお願いします。

令和２年度  市政アンケート調査
第１回結果報告(概要版)

①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し，施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ，市民の市政への関心や理解を深める。

令和２年６月２５日から７月９日まで

６２２人

（３）調査方法

（４）調査主体

各設問の母数（調査の元になる数）は，（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし，グラフ中
に特に表記がないものについての母数は，各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）目的

（２）調査対象者

（１）調査時期

（２）調査対象者数

（３）回答者数

（５）調査テーマ

（４）有効回答率

福岡市内に居住する満１８歳以上の男女６２４人（就任時）

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和２年４月１５日から令和３年３月３１日まで



①「舞鶴公園・大濠公園の利用のしかた」について（N=549）

 ≪過去１年間で舞鶴公園・大濠公園を利用したか≫ 

≪舞鶴公園・大濠公園の利用目的≫（n=293）

≪舞鶴公園・大濠公園についての総合的な満足度≫（過去１年間の利用状況別）

どちらの公園も利用した
26.0%

舞鶴公園を利用した
7.7%

大濠公園を利用した
19.7%

どちらの公園も

利用していない
42.1%

無回答
4.6% 過去１年間で「どちらの公園も利

用した」と回答した方は26.0％で

した。

また，舞鶴公園，大濠公園のみ

の利用も含めると53.4％の方が

『利用した』と回答しています。
『利用した』

53.4%

63.1

41.3

31.1

29.4

21.8

15.4

12.6

11.9

8.5

6.8

6.5

3.4

2.7

2.4

1.7

0.3

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

散歩・ウォーキング

季節の花々の鑑賞（サクラ，ウメ，フジ，ハスなど）

カフェ・レストラン

福岡市美術館

レクリエーション（娯楽，ピクニック，ボール遊び，遊具利用など）

各種イベント（木下大サーカス，チームラボ光の祭りなど）

福岡城めぐり（三の丸スクエア，福岡城むかし探訪館の利用を含む)

ジョキング・ランニング

樹林や緑地，野鳥などの観察

大濠公園日本庭園

鴻臚館めぐり（鴻臚館跡展示館の利用を含む）

大濠公園能楽堂

福岡城梅まつり

球技（野球，サッカー，ラグビー，テニスなど）

みどりのまちマルシェ

陸上競技

その他

複数回答

35.2

49.0

45.2

44.4

18.6

48.5

45.5

45.2

50.9

49.8

4.9

3.5

4.8

2.8

7.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.9

1.4

4.8

1.9

23.4

0.5

0.7

0.0

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

（N=549）

どちらの公園も利用した

（n=143）

舞鶴公園を利用した

（n=42）

大濠公園を利用した

（n=108）

どちらの公園も利用していない

（n=231）

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 わからない 無回答不満

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『実行している』＝「いつも実行している」＋「たまに実行している」



②「熱中症対策」について（N=549）

≪熱中症になったかなと思ったときにとった行動≫

≪熱中症対策として取り組んでいること≫

76.0

62.1

57.7

41.7

35.7

4.4

3.1

0.4

0.7

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水分補給をした

涼しい場所へ移動した

休息をとった

塩分補給をした

体を冷やした

様子を見た，何もしなかった

病院に行った（救急搬送を除く）

救急車で搬送された

その他

熱中症のような症状になったことがない
複数回答

「水分補給をした」と回答

した方が76.0%と最も多く，

次いで「涼しい場所へ移動

した」が62.1%となりまし

た。

94.5

69.5

48.6

59.7

49.6

36.3

25.9

19.9

11.8

3.5

93.1

84.3

57.7

52.8

47.0

43.5

40.1

34.1

33.9

29.9

18.4

9.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

こまめに水分補給をする

エアコンを使う

睡眠を十分にとる

外に出かけるときは日傘や帽子を利用する

扇風機を使う

涼しい服装にする

栄養を十分にとる

塩分を十分にとる

熱中症に気を付けるよう家族や知人に声をかける

周囲の温度・湿度を確認する

日頃から運動している

図書館など空調の効いた屋内施設を利用する

その他
複数回答

「エアコンを使う」と回答した方が84.3%となり，平成28年度と比べて14.8ポイント増加しています。ま

た「睡眠を十分にとる」と回答した方は57.7%で平成28年度と比べて9.1ポイント増加しています。

令和2年度（N=549） 平成28年度（N=568）

項目なし

項目なし

項目なし

（2020） （2016）



≪熱中症対策について知りたいこと≫

≪熱中症対策について力を入れてほしいこと≫

55.6

42.8

28.8

25.1

24.6

19.7

12.9

7.7

4.6

2.9

2.6

2.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日陰づくり（植木の植え付けや屋根の設置など）

ミスト装置の設置

熱中症予防や応急処置に役立つグッズの作成と配布

緑のカーテン（アサガオなどのつる植物を活用）の普及促進

高齢者向け広報啓発の充実

子ども向け広報啓発の充実（幼稚園・保育園，

学校等における予防啓発など)

SNS による広報や注意喚起の強化

日傘の利用推進

民間企業や大学などと共同での広報活動

労働者向け広報啓発の充実

（労働者向けセミナー開催など）

熱中症に関する講習会の開催

その他

特にない
複数回答

62.5

52.1

51.4

36.1

33.9

18.8

13.1

6.6

1.1

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熱中症かもしれないと思った時の対応手順

見落としがちな熱中症リスク

熱中症になりにくい体づくり

熱中症予防に効果的な料理

熱中症の自覚症状

暑さ指数の活用の仕方

熱中症による救急搬送事例

福岡市防災メール・福岡市LINEの登録方法

その他

知りたいことはない
複数回答



③「環境保全の意識」について(N=549)

≪環境に配慮する行動を実行しているか≫

『実行している』と答えた方が9割を超える上位5項目は，ごみ減量，省エネ，水を大切にするなど，生活

のさまざまな場面に及んでおり，環境に配慮する行動が市民の間で定着していることがわかります。

91.1 

64.5 

78.9 

72.9 

71.0 

49.0 

37.0 

61.7 

49.5 

31.5 

40.6 

56.3 

24.2 

24.4 

6.2 

4.9 

7.7 

30.8 

16.0 

21.9 

21.9 

39.7 

48.6 

19.9 

31.0 

42.4 

32.4 

12.9 

39.2 

17.1 

31.7 

2.2 

0.5 

4.0 

2.4 

4.7 

6.7 

10.7 

13.7 

17.9 

18.6 

25.3 

26.4 

4.4 

33.7 

49.0 

60.8 

56.5 

1.8

23.3

2.2

8.7

34.1

0.7

0.7

0.9

0.5

0.4

0.5

0.7

0.5

0.9

0.7

0.5

3.1

0.7

0.7

1.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの分別や出し方のルールを守っている

使用していない照明や家電製品を消すなど，

節電に気をつけている

外食の際には，注文した料理を残さず食べるように

している

水を出しっぱなしにしないなど，

節水に気をつけている

台所で，食用油や食べ残しを排水口から

流さないようにしている

買い物のとき，マイバッグを持参するなどして，

レジ袋を断っている

物を無駄にしないことを心がけて，できるだけごみを

出さないようにしている

古紙などは，リサイクルステーションや地域集団

回収へ持って行くようにしている

皿洗いや洗濯の時に，洗剤を使いすぎないように

している

同じものであれば，近くでとれた農産品を買うように

している

外出の際はなるべく自動車を使わず，徒歩や

自転車，電車などの公共交通機関を利用

するようにしている

自動車を使用するときは，不要なアイドリングや

空ふかし，急発進などをしないようにしている

エアコン使用時の室温は，おおむね冷房時は２８℃

以上，暖房時は２０℃以下になるよう心がけている

屋上や壁面，ベランダ，庭で植物を育て，

緑化に取り組んでいる

エコマーク・グリーンマークのついた，環境に優しい

製品を購入するよう心がけている

外出の際は，マイカーを使わず，カーシェアの

サービスを利用するようにしている

いつも実行している たまに実行している 実行していない 該当しない 無回答

『

実

行

　
　

し
て

い
る

』

「

実

行

　
し

て
い

な
い

」

98.8 0.5

95.3 4.0

94.9 2.4

94.8 4.7

92.9 6.7

88.7 10.7

85.6 13.7

81.6 17.9

80.5 18.6

73.9 25.3

73.0 26.4

69.2 4.4

63.4 33.7

41.5 49.0

37.9 60.8

7.1 56.5



≪環境についてのどのような情報に関心があるか≫

93.7 

91.9 

93.0 

82.1 

92.6 

92.9 

89.4 

76.8 

87.2 

87.6 

80.9 

85.1 

80.6 

72.5 

77.8 

70.5 

77.3 

74.8 

74.4 

71.1 

71.7 

65.2 

70.9 

58.2 

66.3 

59.3 

49.7 

41.3 

5.1 

6.4 
5.8 

15.9 

6.0 

5.4 

9.1 

20.4 

11.5 

10.8 

17.9 

12.8 

17.9 

24.5 

21.0 

28.0 

21.1 

22.6 

24.6 

26.9 

27.1 

32.6 

28.3 

39.5 

32.5 

39.2 

49.0 

57.6 

1.3

1.6

1.1

2.0

1.5

1.6

1.5

2.8

1.3

1.6

1.3

2.1

1.6

3.1

1.3

1.5

1.6

2.6

1.1

2.0

1.1

2.1

0.9

2.3

1.3

1.5

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

R2

H26

『関心がある』 『関心がない』 無回答

省エネ，省資源・リサイクル，節水など

日常生活での工夫の仕方

平成26年度と比べると『関心がある』と回答した方の割合は概ねすべての項目において，高くなっています。

また，「環境を守ったり良くしたりするために企業が行う活動」，「環境を守ったり良くしたりするために市民・

市民団体が行う活動」についても，平成26年度に比べて『関心がある』と回答した方の割合が高くなってお

り，社会のさまざまな主体の行う環境活動への関心が高まっていることがわかります。

まちなみ景観や地域の清掃・美化など

大気汚染や水質汚濁，騒音・振動など公害問題

まちなかの緑や水辺など都市のうるおい

地球温暖化，オゾン層の破壊，酸性雨，

砂漠化など地球環境問題

太陽光発電・水力発電・風力発電などの

再生可能エネルギー

都心部などでのヒートアイランド現象

環境問題に対する市の取り組み

購入する製品・サービスが環境に与える影響

自然とふれあうための施設やイベント

環境を守ったり良くしたりするために，

企業が行う活動

生きものの種類や数，生息する場所といった

生物多様性

環境を守ったり良くしたりするために，

市民・市民団体が行う活動

環境に関する展示会・講演会・セミナー

令和2年度（N=549） 平成26年度（N=610）
（2020） （2014）

※平成26年度は
「環境問題に対する国・県・市の取り組み」



④「墓地・納骨堂」について（N=549）

 ≪現在納骨できる墓地・納骨堂があるか≫  ≪現在納骨できる墓地・納骨堂の種類≫
（n=306）

 

 ≪新たに墓地・納骨堂の取得を考えているか≫

 ≪墓地・納骨堂について感じている問題≫

「ある」と回答した方は全体の55.7%となり

ました。

「考えている」と回答した方は全体

の18.9%となりました。

ある
55.7%

ない
28.8%

わからない
13.7%

無回答
1.8%

考えている
18.9%

考えていない
77.8%

無回答
3.3%

「寺院の納骨堂」と回答した方が39.5％と最も多

く，次いで「民営霊園」が15.7％となりました。

27.0

22.2

20.2

17.1

6.6

1.5

6.4

39.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得費や管理費が高い

漠然とした不安がある

お墓や納骨堂の承継者がいない

お墓や納骨堂の管理が難しい

今あるお墓や納骨堂に入りたくない

お墓や納骨堂の管理者とトラブルがある

その他

問題を感じていない
複数回答

寺院の

納骨堂
39.5%

民営霊園
15.7%

寺院の墓地
14.1%

市有・財産

区有墓地
10.8%

公営霊園
7.2%

市有･財産

区有納骨堂
3.9%

その他
3.3%

わからない
3.3%

無回答
2.3%
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